
大学院教育改革支援プログラム　「理系の実践型女性科学者育成」　

（博士前期課程・実践科目群）

グループワーク演習I
「グループワーク演習I」の受講登録をしていない大学院学生や学部学生，教員の方の聴講も歓迎致します！
◆問い合わせ先　理学部数学科　角田秀一郎（内線3359）sm37052＠cc.nara-wu.ac.jp
日時:2009年1月21日(水)14時40分～16時10分


場所:数学大講義室（C棟4階C432）


講師: 奥谷勉((株)京都ソフトウエアリサーチ,社長)


題目: 制御と情報処理（ハードとソフトの融合）





講演概要：昨今、組込システムの世界では電気回路による物の制御から、物の状態に対し情報処理により制御する仕組みに向けて大きく変化しています。


　このことはハード（コンピューターだけでなく制御対象の機器も指します）の制御理論は連続数学から離散数学になり、離散状態の機器をどう表現するかが論じられています。


　また、機器の制御は歴史的には論理演算が回路に組み込まれ、回路自身がハードウェア的に処理する方式から、情報処理を行いその結果を持って、機器を制御していく方法に進んでいます。


　このことは、いままで、「機器の安全」が機器本体に仕組まれていたものが、ソフトウェアのバグが、「機器の安全」を壊すものとなる事を示しており、世界の安全規格が機器向けに制定されていることとズレが生じています。


　このことに伴い、情報処理が安全規格に取り込まれてきています。


　この規格が「形式手法」による検査を要求しています。


　そこで、１．離散化の話　２．規格化の話　３．形式手法の話　について、これらの概観と、そこでの現象をどのように、数学的に構成し論理的に取り扱うかのイントロダクションがお話できればと思っています。





キーワード：形式手法・オートマトン・離散制御理論・ISO26262・・・・











